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18世紀 

産業革命 

19世紀 

自動車の発明 

20世紀 

コンピュターの発明と利用 

インターネット 

クラウドの進化 

グリーンで持続可能性なスマートシティ 

 Innovation の進化 





水素環境下における水素材料研究 

水素エネルギ－社会実現に不可欠な、水素を長時間安全に利用するための科学的な知見の確立 

世界トップレベルの 

水素関連研究者を 

結集 

NEDO 「水素先端科学基礎研究事業」 

（1）高圧水素物性の基礎研究 
（2）高圧/液化による金属材料等の水素脆化の基本原理の解明及び対策検討 
（3）高圧/液化化状態における長期使用及び加工（成形・溶接・表面修飾）、温度などの 
  影響による材料強度特性研究 
（4）高圧水素トライボロジーの解明 
（5）材料等内の水素拡散、漏洩などの水素挙動シミュレーション研究 

（現象探求、原理創出などの基礎的研究、基礎データ蓄積、実用試験研究のための水素分野の最先
端国際研究センター。九州大学伊都キャンパス内の産総研・水素材料先端科学研究センターで実施。
) 

（平成１８年度～平成２４年度）   
終了し九州大学に移管 



水素物性研究チーム 水素材料強度特性研究チーム 水素トライボロジー研究チーム 水素シミュレーション研究チーム 

産業技術総合研究所 
水素材料先端科学研究センター、福岡西事業所 

長崎大学 
上智大学、佐賀大学 

物質・材料研究機構 

福岡大学、NOK株 

長崎大学 京都大学 

（財）エンジニアリング振興協会 

（財）日本自動車研究所 

燃料電池実用化推進協議会 （社）日本自動車工業会 

福岡水素エネルギー戦略会議 

 ＜他機関との連携
＞ 

  ＜産業界との連携＞ 

国際活動 

  ＜国際活動＞ 

産業界 

水素脆化評価研究チーム 

つくば西事業所 

先進製造プロセス研究部門 

トライボロジー研究グループ 

計測標準研究部門  

物性統計科 流体標準研究室 
計算科学研究部門 

計測フロンティア研究部門 

伊都キャンパス・福岡西事業所 

九州大学 

水素利用技術研究センター 

NEDO 

水素先端科学基礎研究事業 

水素材料先端科学研究センターの組織と連携体制 発足時 

産総研つくばからの併任 

再委託 



Dr. Jean-Marc Olive 

University of 

Bordeaux I 

FRANCE 

Dr. Brian P. 

Somerday 

Sandia National 

Laboratories, USA 

Assistant Prof. Dr.Isabelle Aubert 

LMP-University of Bordeaux1 

FRANCE 

Prof. Dan Eliezer 

Ben Gurion 

University of 

The Negev, ISRAEL 

Dr. Sergiy M. Stepanyuk 

Paton Electric Welding 

Institute of National 

Academy of Sciences 

UKRAINE 

世界的研究拠点の形成 

Dr. Nicolas Saintier 

LAMEFIP-ENSAM 

FRANCE 

Prof. Reiner Kircheim 

Institut fur Materialphysik 

Germany 

Mr. Jader Furtado 

Air Liquide Groupe 
Expert 

R&D:Metallurgie 
Physique  

France 

Prof. Roderick A. Smith 

Imperial Collage, 

 ＵＫ 

Prof. Petros Sofronis 

University of Illinois 

USA 

M.Sc. Jussi Solin 

VTT Technical Research 

Centre of Finland 

FINLAND 

Prof. Gary Marquis 

Helsinki University 

of Technology 

FINLAND 

Prof. Xing Zhang 

精華大学、中国 

Prof. Ian M. Robertson 

University of Illinois, 

USA 

Prof. R.O. Ritchie 

University of 

California, USA 



集中研としてのHYDROGENIUSの特徴（世界で唯一） 

工作室 
試験片 

試料 

高圧水素 

曝露棟 

疲労 

試験 

分析 
・き裂進展特性 

・マルテンサイト 

 変態 

水素量測定
（実験前） 

水素量測定  

（実験後） 

EBSDカメラを装備した 

電界放出型走査型電子顕微鏡 

SIMSによる水素化物の可視化 

昇温脱硫分析装置 

曝露棟（ＨＹ２１棟） 

曝露容器 試験片 

工作室（ＥＮ４０棟） 水素ガス疲労試験機 

疲労試験機 

水素ガス中：１３台 

大気中：  ２５台 

素 

材 

＊九大既存設置分を含む 

   



Prof. Petros 

Sofronis 

University of 

Illinois 

Dr. Brian P. Somerday 

Sandia National 

Laboratories 

米
国
側
基
準
作
成
委
員
に
影
響
力 

が
あ
る
研
究
者 

自工会 

KHK 

JARI 

FCCJ 

・最も信頼できる科学的データ提供 

・情報交換の促進 

HYDROGENIUS客員研究員 

HYDROGENIUS客員研究員 

HYDROGENIUSの貢献 

国際標準化に向けた戦略的取組み 

・各国の熾烈な開発競争が続く中、科学的に誤った情報
（例：格子脆化説）に基づいた規格や評価方法が 国際標
準とされないよう、情報発信の強化が必要  
・国内規格と国際標準の整合を目指すことが必要  
・国内メーカーが不当な不利益を被らないための戦略的な
対応が必要 

KHK：高圧ガス保安協会 

JARI：（財）日本自動車研究所 

FCCJ：燃料電池実用化推進協議会 



HYDROGENIUS外来研究員九州大
学特任教授 

Dr. Jader Furtado 

Air Liquide Groupe Expert 

R&D:Metallurgie Physique  

France 

＜エア・リキード社概要＞ 

 ・世界７０ヶ国以上ネットワーク形成 

・酸素・アセチレン・水素などのガス供給 

・日本にはエレクトロニクス事業の経営本部 

  を置くなど戦略拠点の一つ 

・国際標準作成に影響力（委員派遣） 

I 

S 

O 

規 

格 

作 

成 

に 

影 

響 

力 

が 

あ 

る 

研 

究 

者 

ISO規格作成に 

向けた動き 

□U.S.A（案）    ？ 

□フランス（案） ？ 

□英 国（案）     ？ 

HYDROGENIUS 

の貢献 

＜ISO委員会＞ 

 チェアマン ： エア・リキード社研究者 

国際標準化に向けた戦略的な取り組み 



伊都キャンパスにおける水素活動 
教育・人材育成 

研究開発 

普及啓発 

水素社会を支える人材 水素社会を可能にする技術 
次世代エネルギー社会の実現 

21世紀COE 

プログラム 
（国内随一の「水素COE」） 

九州大学新キャンパス 

（“水素キャンパス”） 
（世界最大級の水素教育研究拠点） 

 

 

九州大学 

水素利用技術 

研究センター 
（水素・燃料電池技術の 

産学連携研究拠点） 

福岡水素エネルギー 

戦略会議 
（民間企業３４０社以上 

が会員） 

福岡水素人材 

育成センター 
（国内初の講習・実習 

センター） 

外部資金による 

研究開発プロジェクト・ 

実証試験など 
（NEDO大型プロジェクトや実証試験など 

多数受託） 

福岡水素エネルギー近未来展、水素先端世界フォーラム 
（参加者、毎年30000人強）          （水素分野の国際会議） 

産総研・ 

水素材料先端科学 

研究センター 
（水素材料分野の国際研究センタ－） 

水素工学コース 
（世界初の水素分野の 

修士コース） 

福岡水素エネルギー戦略会議との連携 



福岡水素エネルギー戦略会議との連携 

・設 立：平成16年8月3日 

・会 長：羽矢 惇（新日鐵エンジニアリング(株)代表取締役社長） 

・会員数： 500（ 企業 358 ，大学 109，行政、研究・支援機関 33 ） ※                   

平成21年1月31日現在 

情報交流 

普及啓発 

実証活動 

水素エネルギー 

関連産業の 

集積促進 

研究開発 

人材育成 

水素先端世界フォー
ラム 

福岡水素エネル
ギー人材育成セン
ター 

水素生成から利
用までの実証活
動 

九州大学伊都キャン
パスを中心とした研
究拠点 

新産業創出 



水素エネルギー新産業の育成・集積 

    我が国自前の水素機器製品試験・性能評価センターの設置構想 

           （福岡水素エネルギー戦略会議） 

カナダ Powertech社 水素技術センター 
実証型水素ステーションと燃料電池バス 

  我が国は水素関連製品の開発に必要な実ガス（水素）による試験を海外に依存

している状況。世界的な競争激化の中で技術漏洩を防ぎ、加えて試験施設を保有
できない中小・ベンチャー企業等の参入を促進するなど世界的な優位性を確保す
るためには、国内に試験・評価施設の整備が必要 

 （耐圧試験、気密試験、サイクル試験、環境試験、振動試験、ガス透過試験等） 

弁・バルブ 

配管 自動車用タンク 

＜製品開発の支援対象例＞ 



＜施設見学＞ ＜交流会＞ 

平成２０年度「高度人材育成コース」開講風景 

＜校長講話＞ ＜講義＞ 

次代の水素技術を担う産業人材育成 



http://www.fukushima.aist.go.jp/ja/publication/pamph_new.pdf 







有難うございました 



田中 芳夫  

  東京理科大学大学院  イノベーション研究科 

 （独）産業技術総合研究所 

 ytanaka@rs.kagu.tus.ac.jp  

 


